




















要約:今年度は以下の3点について検討した.

1.昨年度開発した包括的健康教育 Program「元気計画」について,その実施の可能性を探

るため富山県において Process に関する Pilot Study を実施した.2.方法論の異なる他の

ふたつの Program,すなわち南 Australia の新しい健康教育 Program(Action Pact)の調査

とコンピュータを利用した健康教育 Program の試行を行った.3.健康教育の効果を評価す

るための Fo11ow-upSystem としての保健・医療・福祉 IC カードシステムの可能性を探っ

た.


